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特別講義
職務質問の実際
高 橋 和 義
※
第 各当事者立場の尊重及び現場の大切さ
最高裁判事に女性の岡部喜代子・慶応大法科大学院教授が就任しましたね。
岡部判事は、足利事件など冤罪事件について、「誤判を防ぐ名案はない。先
入観や偏見を取り除くよう努力して虚心に記録に取組みたい」などとそ
の抱負を述べられておりました。更に、確か「原告も被告も、その事件なり
の、その人なりの事情を理解して、誠意を持って対応することの大切さ
を」という事を言っておられたはずです。原告も被告も、その人を理解する
ことが大切だ。そして、誠意を持ってやることだと。
私たちは、この言葉を重く受け止めなくてはならないと思います。特に、皆
さんはこれから法律を学んで実務家を目指す人として。本音を明かすわけでは
ないんですけれど、弁護士だって、当事者の立場や現場を知らないと、反対尋
問で、警察官を負かそうとしても、警察官にやられてしまうのです。変な意味
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じゃないですよ。決して、警察官が悪いことをしているってわけじゃないです
よ。
現場で、やくざものを職務質問する。現在、やくざは、非常に変わってきて
いますよ。こういうことも、皆さん、勉強だけでなく、現場の厳しさもまず頭
の中に入れてください。例えば、やくざの中には、職務質問に対応するマニュ
アルがあります。警察官職務執行法。強制的にやってはいけないんですよとい
うのが職務質問ですね。
私ども警察官は、できれば悪い犯人を、簡単に、自白させて、そして検事さ
んのところに持っていって、起訴してもらえば、本当は一番いいわけです。簡
単なんです。
しかし、今の時代はそうはいきません。犯罪者だけでなく、政治家でさえ
も、自分がやってても、やらない、知らないと言えば、通る世の中になってき
ているわけですよね。
ただ、これから皆さんが法律を学ぶにあたって、不正というものが、本当に
不正なのか。もしかしたら正しいのでないか。普通、この先生が言っているこ
とは正しい、この検事さんが言っていることは正しい、この警察官が言ってい
ることは正しい、この弁護士さんが言っていることは正しい、裁判官の判決
が、正しいとか。しかし、それでもどこかに誤りはないのか等と常に疑問を持
ちながら学んでいただきたいと思います。
その一環として、きっと私も今日こうしてここに、呼ばれたんだと思います
が、現場で働く警察官だけでなく、更には、時には、刑務所に何十年もいた泥
棒さんもここに呼んで、その人たちの考え方や何か意見も聞くことも必要なの
ではないでしょうか。岡部判事は、原告も、被告も、被害者もみんな一緒だと
いうことを言っているんですよね。犯罪者も何かの事情で悪いことをしてしま
った。また、捕まえる警察官の方にも、その時々の事情があるのです。
例えば、簡単に言えば、警察官だって、女の子が、変な男に強姦された。現
場に行ったら、女の子は泣いている。もう、本当にどうにもいたたまれない。
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その子を、産婦人科に連れて行って、本当に強姦があったのかどうか。よし、
絶対にこの犯人だけは捕まえてやろうと思うんですよ。警察官だったら。
ところが、仮に、犯行から
時間後に、疑わしい要素が多々あって現場じゃ
ないところで職務質問で捕まったとします。しかし、被疑者は、「なんの証拠
があるんだよと。関係ねえだろう」と。そうした場合、刑事だって、「お前よ」
取調べの時にですよ。「どうなんだよ。お前やったのか、やってないのか」と。
これくらいの事は言うと思いますよ。私が、そういう被害者のお父さん、お母
さんの立場だったら、それくらいのことは当然、言うと思う。
しかし、他方、万が一、それが犯人じゃなかったとしたら、大変なことだよ
ね。大変なことですよ。それで、私、いつも後輩に言っています。警察官の仕
事は、100戦したら、100勝しなくちゃいけないんだよ。それに、職務質問は、
任意でやりなさいよ。だから、勝手に手を入れたり、カバンを勝手に開けたり
は、よくないんですよと、言っています。
次に、もっと面白い具体的な話をしてみましょう。例えば、覚せい剤の犯
人、ぽんぽん飛ぶんですよ。二回も三回も捕まったって奴が、またシャブを持
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ってそうだ。なぜなら、シャブ飛びをするんです。シャブをやっている奴っ
て、こんな飛び方するんですよ。ハイになっている状態で、打ったばかりの奴
は、こうやって。職務質問をしようとすると、「おい、なんだ、おまわり、こ
の野郎、おれは先生に言うからよ。任意か強制か」と。まだ警察官が、何も言
ってないのに。「任意か強制か、早くしろよこの野郎、先生呼ぶぞ。先生を」
と。先生（弁護士先生）って言うと、怖いと思っているんだよね。
でも、私みたいなしたたか者は、先生と何回も闘っている。証人出廷で、法
廷に50回以上も行っている身にしてみればね「何言っているんだ。よし、今日
も俺はもっとここで頑張って、先生を泣かしてやろう」くらいの気持ちでおり
ます。よし、法廷で裁判官に対しても、「俺の言いたいことをもっと訴えてや
ろう」と。こういう私のような警察官だっていると思います。実際に、私自身
は、「俺は、中学校を出て、夜間の高校を出て、夜間の大学しか出てないんだ。
司法試験も何も受かってないけれど正義のために頑張るぞ」との気持ちを持っ
て、日々、警察官の仕事に取り組んでおりました。
第 職務質問のおかれた現状
僕はいつも言っているんですよ。「悪いことをした奴を捕まえるのが警察官
だぞ」と。泥棒が「なんだよ、おまわりこのやろう、任意か強制か」って言っ
たら、「ああ、どうぞ帰って下さい」こんなおまわりだったらいらないでしょ
う。そんな警察官ではだめだと。今でも、暴走族が、ばんばんばんばん動いて
いる。ウワンウワンウワンウワン。「いつも、いつもうるさいんですよ、あい
つら。なんとかしてくださいよ」と通報がくる。
今朝の新聞、見た？ 石川県かどこかで、警察官が、泥棒か何かの車を追い
かけていった、発砲したよね。バンバンバンバン撃ったみたいね。助手席にい
た人が亡くなった。そうしたら、親か何かが「警察官、なんだよ、悪いことを
したからって人を殺していいのかよ」と。暴走族の話にもう一度戻りますね。
近所から「おまわりさん、なんとかしてよ。あの暴走族。何もできないの、あ
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んた方。交番に立って、何もしないで、毎日なにをしてるのよ」と。ところ
が、おまわりさんが来ると、もう暴走族はいなくなっている、なんてこともあ
りますね。
たまたま、ある警察官が「よし、あの暴走族は俺が捕まえるんだ」みたいな
気持ちを持ってね。で、頑張ったとする。交番でね。で、わーんときた。止ま
れ。止まらなかった。よし、なんとか止めてやろう。交番のオートバイでガン
ガン追いかけてった。そうしたら、その警察官が追いかけた犯人が、他人を轢
いてしまったなんてことはあり得るね。
ところが、その後で、轢いた少年のお父さん、お母さんがね、おまわりさん
が追いかけなかったら、うちの子供は人なんか殺さなかったんですよ。ひき殺
さなかったんですよ。こういうことで今度は、警察を民事で訴えるというやつ
ですよ。
最近は、職務質問をやると、もう弁護士さんに呼ばれて、検事さんに呼ばれ
て、任意か強制かで争われるので、警察官が萎縮しちゃって、暴力団にもう声
もかけないという警察官もいるんです。
何もしないおまわりさん、黙って座っていて、暴走族にも何もしない。泥棒
がいても声をかけない。ヤクザ者が前を通って拳銃持っているかも知れないけ
れど、声をかけない。「任意か強制か」と言われたら、「はい、任意で」「任意
なの？」「すいません。申し訳ありません」こんなおまわりさんが増えてきた
んですよ。
というのは、高校生くらいの男の子、ちょっと自転車乗っている子を、ぽん
と職務質問する。ちょっと、すいませんね、と職務質問する。「なんだ、おま
わり、任意か強制かよ」おまわりさんは、本当に弱くなっちゃってね。「おま
わり、失礼だよ」私、61だよ。このおじさんに向かって「失礼だよ」と。本当
は「お前無礼だ。この野郎」と言いたいんだけれど、言っちゃったら、今度
は、子供の親から、例えば、お父さんから、お母さんから「警察官が無礼だと
言ったんですよ」とか電話がかかってくるんですよ。そして、警察官本人が出
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るとダメなんです。「偉い人を出して下さい。署長さんを出して下さい。地域
課長さんを出して下さい。刑事課長さんを出して下さい」と。そうするとね、
偉い人が、「すいません」と謝っちゃう。下手に。
そういうことになるとね、例えば、夜中にですよ、タバコを吸いながら、少
年が自転車に乗って、人の自転車に乗って来たかも知れない。そういう少年
に、おまわりさんが声をかけた。たまたまおまわりさんの言葉遣いが悪かっ
た。それだけで、もう警察官が仕事をしなくなっちゃったらどうしよう。そん
なことまで考えながら、月31日まで、現場の警察官として働いてきました
が、正直、将来の社会の治安等を危惧しているところです。
そうかと言って、警察官が何でも、やっちゃっていいってものでもないんで
す。当然です。私が今、若い警察官に言っているのは簡単に言うと、良い人に
は、ちゃんときちんとしなさい。そして本当に悪い人を捕まえなさい。そうい
う指導をしています。それが警察官ですよと。
では、本当に悪い人とは何なのか。簡単に言うと、殺人だ、重大犯罪をやっ
ている奴は絶対逃しちゃいけない。もう一つ、社会悪といわれるのは、痴漢な
んかもそうですよね。
今、僕が一番怖いなと思っているのは、薬物ですよ。そういう意味で、非常
に薬物犯罪に燃えていました。最近、中国辺りで、50グラム以上持っている
と、これは営利だとか、所持だとかあるんですけれど、普通は、日本で言う
と、懲役	〜年とか、10年以下くらいで済むところが中国では死刑ですから
ね。
私、今まで50グラム以上持っていた奴、500人くらい捕まえている。本当の
話ですよ。ラッパ吹きませんから。私、もう薬物、1000人くらい捕まえていま
すから。
皆さんがこうやって法律を学んでいることはとても大事です。
それで、皆さんは、警察官に、「番」、職務質問を番と言うんですけれどね。
警察官用語で。番かけるって何かわからないでしょう。番かけっていうんです
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けれどね。いわゆる、職務質問されたときにね、例えば、これから法律に生き
る人間、法律やる人間として、なんでおまわりさん、番かけるの、職務質問す
るの、それは任意だろ、強制だろ、おまわりさんはね、「いや任意ですよ」と
言うと思う。絶対ね。
「強制だ」っていうおまわりさんがいたら、それは私みたいなおじさんだと
思うよ。「なんで強制だ」と言われたらね、おじさんだったら、こう言う。「今
何時だね。誰の自転車なの。防犯登録切れてない？ 自転車の、ついてない
よ」「何が」「電気がついてないじゃない。壊れているじゃないか。車両だよ、
これだって」こう言うよね。「車両だから、ふたり乗りは出来ないんだろ、よ
っぱらいじゃないだろ」と。そうすると、相手は「あ、すいませんでした」と
ね。今、強制っていったけれど、そういう人には、若干ね、大きな声をかけた
りするのもいい場合もあるんだよ。任意とか強制だって、「これはお前に対す
る愛情だよ」って言ってあげれば。職務質問は、いわゆる人と人との会話だか
ら。
さっき言った、岡部判事もいいこと言ったよね。みんな同じ気持ちになって
あげれば、絶対ね、あんな、菅谷さんの冤罪事件みたいなのも、起きないんで
すよ。本当は。
第 刑事の職務及び公判状況等について
私は、40年間警察官の仕事をして参りました。この間、刑事もやってきまし
た。
泥棒から、殺人からね。それこそ、強盗強姦から、やくざ屋さんまで、全部
やってきました。でね、さっきも言ったように、取り調べている時に、首を締
めたり、利益供与なんてやったことはありません。カツ丼食うか、なんてね。
たしかにね、昔の人はそういうのがありました。というのは、皆さんは、入っ
た事ないと思いますけれど、留置場の中に。
ある面では、もの凄くいい場所なんですよ。捕まった人達の天下ですよ。取
職務質問の実際
161
調べがなければ、皆な寝ているんですよ。昼間から寝て、新聞読んだり、漫画
本読んだり自由にできるんですよ。本当に。
そういう中で、かえって、担当さんの方が、疲れちゃっています。中には、
時間を見つけて昇任試験勉強なんかしている担当さんもいますけどね。
今は、そういう時代なんですよ。本当の話。皆さんは、菅谷さんの問題だけ
捉えてみると、なんか、警察官は、皆もの凄い悪いことしているのではないか
と思う人もいるでしょう。思ってもいいですよ。
だけども、そういう警察官だけじゃありませんよと。私が40年間警察官をや
ってきて、被疑者を殴ったとか、蹴っ飛ばしたとか、一回もありませんでし
た。ただね、大きい声でやったことはあります。大きい声でね「お前この野
郎」と、殺人犯人に対し。コンビニでアルバイトをしていた高校生が殺され
た。思い出すと目頭が熱くなるんだけれど。この犯人をなんとか起訴しなくて
はいけないと。その殺された現場を見たら、皆さん、悲惨ですよ。なんとかし
なくてはいけないと。
もう一つ、そういうホシ、つまり被疑者でも、留置場の中では、さっき何を
言いたかったかと言いますと、留置場の中で、官弁の他に自弁という制度があ
るんです。金のある被疑者は、自弁と言って、自分のお金で弁当を食えるんで
すよ。更に「担当さん、甘いの買ってきて」とかって、三時のおやつだって食
べられるのです。ちゃんと。
しかし、留置場には、賽銭泥棒か何かで捕まった、金も全く持ってない人も
いるんですよ。そういう人たちに対し、刑事がね、つい同情してかわいそうだ
なって、カツ丼食わせたことも昔はあったらしいですよ。現実に。何十年も前
の刑事の時の話だけれど。
ところが、やくざ者に対し、つい同情して同じようなことをしたとすると、
彼らは、裏切っちゃうんだよね。「あいつにカツ丼食わしてもらった」って、
裁判でこれが、やくざに有利になっちゃうんですよ。いわゆる、利益供与とい
うことでね。刑事が、被疑者のために、と思ってやったことが、どんどん曲解
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されおかしくなっちゃうんです。
まあ、最近は、やくざ屋さんだけじゃなくて、泥棒もそういうことになっち
ゃったんだよ。現実にね。そういうことが多くなってきた。なんとか、相手の
弱点を突いて、あらゆる手段を使ってうまく逃れようとするのが多くなってき
た。
例えば、薬物中毒なんかを職務質問するとします。もう何回も捕まってるや
つは、こうですよ。こうやってきてね。「おまわりさん、何もやってねえよ。
なんだよこの野郎。何もねえよ。見てみろ、ほらよほらよ」そのうち、ばーん
と逃げだすんです。その姿だけで、あいつ、またやってるな。覚せい剤で、て
んぱってるなって分かる。それで、すぐに追いかける。そうして、捕まえると
その瞬間、「あー痛い痛い痛い痛い痛い」と大声。凄いんですよ。「今、おまわ
りが俺に職務質問して、俺の腕を押さえてるんですよ、みなさん、これ、任意
じゃないですよね、ねえねえねえ」と。皆さん見たことない？ 想像したこと
ない、こういう場面を。私はね、決して、この場に二人の弁護士先生がいるか
ら、そういうことを言ってるんじゃない。これが現実なんですよ。今。こうい
う人をほっぽっといたらどうなりますか？
他方、弁護士さん、私から言わせればですよ。弁護士さんは、例えば、そう
いう人間を警察官が捕まえた。実は、全く同じような状況でね、パトカーに入
れたんですよ。もう暴れるし、どうにもならないし。このままいくと、他人に
も迷惑がかかっちゃう。合理的に判断して。もっと言うとね、社会的相当性と
いうのが、我々の武器なんだけれど。みんなが見ている前で、そんなことをす
れば、職務質問なんかじゃないよと。すぐに保護もしなくてはならないし、こ
いつはなんとかしなくてはならないという頭、あるでしょう。それで、パトカ
ー乗れって言えば、相手も乗るときあるでしょう。
乗せた。そうしたらね「おまわり、俺を誘拐してんのか。この野郎。てめ
え」と。でも、この男のことは、お父さんお母さんから私は言われているわ
け。なんとか今度だけは起訴して下さいよって。しょうがない、こいつはなん
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とかしなきゃならないというので、乗せた。で、これは負けたわけじゃないん
だけれど、事件が裁判所へ行く前に、検事さんから私は呼ばれた。「高橋さん、
これは無理ですね。これは拉致ですよ」って言うんですよ。パトカーの中に無
理やり入れちゃったからね。だけど現場では、どうにもなんないですよ、こう
いうの。そのままほっぽっといたら、フラッシュバックになって、危ないんで
すよ、特に覚せい剤。で私はね、これは当然、彼の言うように、拉致といわれ
てもいい。でも保護しちゃおうと思いました。その日は、とりあえず警察署に
置いて。その後、自分から、「すいません、車にシャブがありました」って覚
せい剤を出してくれれば、私は、現行犯逮捕しようと思っていた。ところが、
こういう強者だから。「任意でねえ、パトカーに勝手に入れさせられた」、「先
生を呼ぶ。誘拐された。お前を、公務員暴行陵虐罪で訴える」と言う。
こんな感じで、帰した時もあるんですよ。覚せい剤反応を調べるためのおし
っこもとれないでね。何もとれないで。彼が、再び外へ出ていって、そういう
ことをした時に、シャブ中の、フラッシュバックだとか幻覚だとか妄想なんて
いうのは、非常に怖いんですよ。
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更に、シャブ中の話を続けますと、皆さん、見たことありますか？ 何故
か、裁判に行く頃には、げっそりしていたシャブ中者は太るんですよ。でも、
現行犯逮捕手続書には、逮捕した際、「被疑者は、薬物中毒のおそれがあり、
相当痩せていた」と書いてあるんです。
現行犯逮捕書にね。「歌舞伎町交番から歩いて警ら中、平成何年何月何日頃、
いつものやくざ者が来た。職務質問をしようとしたら、『今日は何も持ってね
えよ』と言ったので不審と思い」なんて書くんですよね。「不審と思い、職務
質問したところ」相手はおもむろにね、「あ、おまわり、知らねえ知らねえ知
らねえ」何も、聞いていないのに。わけわからないので、薬物中毒と思っちゃ
うよね。何も持ってない人は、黙って行くでしょう。「持ってねえ持ってねえ」
っていうのは、私とすれば「持ってる持ってる」と思うじゃないですか。それ
で、どんどんどんとせめていって、で、交番まで任意同行したら、「またやっ
たよ。すいませんね」それで出す。で、その時は非常に痩せてたから、人相も
書くわけ。「非常に痩せていて、薬物中毒の疑いあり」なんて書くわけ。
ところが、裁判へ行った頃には、大体、裁判というのは、一ヶ月後くらいに
なる。こんな太ってるんだよね。そうすると、弁護士さんがね、証人出廷で、
俺のところへこう来てね「こんなに太っているのに、どこが痩せてるんです
か」なんて聞くんですよ。本心は、この弁護士、ふざけんじゃねえと頭の中で
は思いますがね。
ヤク中というのはね、一ヶ月くらい食うんですよ。今度は。薬物をやってい
るときは、食べないから、げっそりしちゃう。またすぐ食べちゃう。留置場の
中で。不思議と、そういう奴に限って、裁判で、なんとかひっくり返してやろ
うと思って食べちゃう。またこんな太っちゃうんだよね。だからね、現行犯逮
捕手続書に嘘を書いているみたいな感じになっちゃう。
本当の話ですよ。今日、弁護士の先生がここにいらっしゃるから、あまり変
なことは言いたくないんですけれど。本当にそうなんです。
裁判のころになると、とにかくぴっとしてくるわけ。わかる？ 打った時は
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「おい、何も持ってねえよ」なんて奴が、留置場に一ヶ月も入っていると、薬
物が少し抜けてくるから、しっかりとしてね。「ええ。その時は、私はきちっ
としてました」なんてね。裁判になるとね、ほとんどまともな顔をしてるんで
すよ。それで、こっちが嘘つきで悪いみたいでね。
裁判へ行くと、証人出廷なんて酷いものですよ。お二人とも、弁護士さん。
素晴らしい元検事さんと弁護士さんですが、法廷だとどっちが悪いことをした
か、わからないですよ。
宣誓をして「私は嘘はつきません」といって。それで、裁判官の目をじっと
みてね。こうやって。それで、こちらには検事さんがいて、主尋問が来る。次
いで、弁護士さんから反対尋問される。映画みたいに「本当なんですか、あん
た」なんて、こうやって言われてね、若い検事さんあたりからはまだいいです
よ。弁護士さんも若い人。ここにいる年配の先生ぐらいに言われるんだった
ら、私もね、はいはい、って言うんだけれど「くそ、なんだこいつ、お前より
俺の方がよ、警察の仕事を何十年もやって、悪いヤツを捕まえて、なんで俺が
ここで怒られなきゃいけないんだよ」みたいな顔をしてね。はい、はい。で
も、裁判官には、心証をよく与えなきゃいけないんですね。
そうするとね、被告人は、ものすごく元気になっちゃって、その頃には。ま
ともな事を話すわけです。それで、「警察官はいつも嘘をついている」とかね。
「あいつの言っていることはおかしい」とかね。
「あんなのは、おかしい。おまわりは、任意じゃない。あいつは強制の高橋
といって、あいつに何回も捕まったけれど、あの野郎のやっていることは、絶
対に許せない、先生」とか。ひどいものですよ。私なんか。刑務所から、自宅
に送ってきたんですよ。ナイフを。あるいは、歌舞伎町交番にいる時は、地域
四係の高橋へって、包丁を送ってくるんですよ。本人が送ってきたかどうかも
わからない。本当の話ですよ。それくらい脅かされましたよ。
それでね、今日初めて話すんですけれど。私は、アメリカから防弾チョッキ
を取り寄せて、自分でいつ殺されてもいいように、防弾チョッキを着て仕事を
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していましたよ。それくらい危なかった。私は裁判になった時は、自分の住所
を書かなかった。いつも警察署の住所を書いていました。怖くて。なぜかと言
うと、いつ殺されるかわからなかったからね。やくざ者ばかり相手にしていま
したからね。但し、警察官は、警察官職務執行法というのはきちっと守るべき
だと。バッグの中に手を入れたりしては絶対にだめだと。入れたら絶対もう通
らない。入れたら大変ですよと。
簡単に言うとね。もう一つ、警察手帳を、私服だったら、ちゃんと警察手帳
を見せてもらいなさい。あなた、職質を受けたら警察手帳を見せてくださいと
いって、見せてもらった方がいいよ。
その前にね、こういう事を教える。お二人に前に出て実演してもらいましょ
う。ちょっといい？ あなたなんか、弁護士、検察官になる人だから。私が
ね、こういうことを教えれば、絶対に任意性を確保出来ますよ。
ちょっとね、まずね、手の裏で、ちょっと外からズボンを触ってみて。う
ん。わかんなかったら、ちょっと握ってみて。何か分かったでしょう。ね。わ
かるんだよ。外から触っただけで。
あなたも、彼の。まず、こうやって。触った？ わかる？ それでわかるで
しょう。
実はね、これを練習すると、わかるんです（財布とか何か硬いものとかが）。
でね、私が言った、悪いやつ。シャブ中の悪いやつを、なんとか捕まえない
といけないでしょう。そういうやつはね、かならずこうやって暴れる。暴れる
んですよ。「何もしてねえよ」って。
しかし、物を持ってるところというのは、面白いんですよ。「駄目だ」とい
うところに、大抵入っている。本当にそうなんだ。覚せい剤入ってるところ
に、例えば、ズボンのポケットに手をこうやってやるんですよ。「馬鹿野郎、
お前、この野郎」ああ、そこに入ってるのかって。「任意じゃねえか、先生、
先生、おまわりが強制的に」と。何もしてないのに。こうやって触って「ここ
だろう」って言ってるだけなのに。
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これが現実なんですよ。本当にそう。だけど、相手は教えてくれる。薬物中
毒というのは、大体教えてくれる。
あるいはね、カバンを持っていて、中に何か悪い物がここに入っていると
「何すんだよ」って、カバンを開けられまいと必死に後方に隠す動き。もう、
合図している。カバンの中に、何か悪いものが入ってるんだから、なるべくカ
バンのことを刺激しないように、交番までなんとか連れていこう。交番まで連
れて行って、説得しようと。
私は、後輩の警察官に、このような職務質問させております。だから、なる
べく上から触ってわかるようにする。そして、悪いやつを捕まえましょう。警
察官も、もっともっと悪いやつを完璧に捕まえるようにしようよと。
第 警察官の武器は「信頼」！
もう一つはね、警察官の武器は何かと言うと、昨日も「はい」と手を挙げ
て、岩手県警を受ける学部生の人が、「はい。警察官の武器は権力です」と
言った人がおりました。更に他の学生に、同じ質問をすると、「警察官の武器
は、正義感かな」と。
嬉しいなあ。私と全く同じような事を言ってくれる人がいた。私はねやっぱ
り「信頼」だと思うんだな。警察官は、拳銃をかかげているとかなんとかじゃ
ないと思うんだ。やっぱり悪い人を捕まえるということは、悪い人の気持ちも
分かってあげられる。あるいは、被害者の気持ちも分かってあげられるという
のが警察官だと思うんですね。
何も、法廷闘争をしてね、弁護士先生と喧嘩したって、こんなものはちっと
もよくない。それと、もう一つは、ただ、最近そういう悪い人、というか、頭
のいい暴力団が非常に多くなった。薬物中毒でもそうですよね。頭のいい人が
多くなった。それで、かなりマニュアルがあるんですよ。そのマニュアル通り
にやると、大体無罪になるようになっているんですよ。
だから、私は、彼らのマニュアルを越えて、つまり彼らのマニュアル通りに
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しちゃいけないんで、マニュアル通りじゃないやつを後輩に教えております。
さっきも言ったように、ポケットに手をつっこまなくても、やくざ者は黙って
ても教えてくれるよとか。そして、二つ目、反応をよく見るというのも教えて
いるんですよ。
大体、一発目は声をかけると、こうやって行くでしょう。で、二回目。「す
いませんね」って言うと、「何？」「ちょっと、ちょっと見せてもらってい
い？」って言うと、「何？ やだよ」って。
次に言葉の反応というのがあるんですよ。「なんで見せなきゃならないだよ。
これは預かってるものだよ」って言うやつがいるんですよね。何を預かってい
るの？ ね、そうでしょう。何を預かってるんだろう、こいつ、おかしいな。
それとね、見せちゃいけない物を「恥ずかしいもの」って言うんです。「恥
ずかしいもの」って言うと、何か、女の子のああいうものかなって想像するで
しょう。そうじゃない。覚せい剤とか大麻を持っていると、もう恥ずかしいも
のって言うのです。
そうすると、もうこっちは大体ぴんとくるんですよね。
そういう反応から入っていくと、はっきり言って、任意とか強制とか言われ
なくても、「君ね、そういうことばっかりやってると、だめだよ」諭せばね、
ある程度は落ちてくれるんですよ。「すいません、おまわりさん」「お前、もう
何年くらいやってるの」と聞くとね、「いや、一回も捕まったことないですけ
れど、三年くらいやってます」「そうだろう、お前、相当おかしいもの。歩き
方が相当おかしかったよ。こいつは、もうシャブ中って思ったもの」そうする
と「え、そんな感じで歩いてましたか」と。大体歩き方で当たるんですよ。
皆さんの近くでね、パイプだとか、水性パイプだとか、ガラスパイプだと
か、銀紙だとかアルミホイルだとか、あと、ストローだとか持ってたら、気を
つけてね。こういうの、大体大麻だから。もう、クラブなんか行かないでくだ
さいね。渋谷のクラブとかね、あの辺は非常に危ないですからね。こないだの
ノリピーの旦那さんの件とかね。
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だから、私らはいつも言ってる。シャブ中の目がこうですよ。痩せてます
よ。それから、突拍子もない表情をしたりね、ホテルの中に入ろうとしたり、
また出たりね。警察官の顔を見ると、何かおかしな行動を示しますよ。あるい
は、車に乗っている時にね、大体、シャブ中というのは、とにかく、ガムテー
プですね。ガムテープを、あちこちに張っているやつは気をつけてね。シャブ
中が多いから。とにかく、車の左右のバックミラーとか、どこかが割れたりす
ると、ガムテープを貼る。あと、いい車に乗ってるんだけど、掃除をしないと
か、ぼこぼこだったり。こういうのが友達の中にいたら、こいつ、シャブ中じ
ゃないかと思って。
それで、二番目に見るのは、タバコを吸うところがあるでしょう。あそこ
に、まず、タバコが長短激しい。薬理作用が働くんだろうね。長いタバコか
ら、短いタバコ。もう一定しない。皆さんだって、ここに座るときに、何気な
くご自分の座ってる場所、大抵は決まってるんですよ。いつも来て、おそらく
あなたはここに座ってると思う。自宅でご飯を食べる時も、大体同じところに
座ってご飯を食べているはずです。学校で、どこかその辺に行って、お店に入
るときも、大体同じところに座る。習性というのがあるんです。人間には。
そうすると、彼らは、タバコ。お父さんとかタバコを吸う人いるでしょう。
大体、同じところで吸って、同じところでやめるんだけれど、彼らは薬理作用
が働いているからね、もう吸って、ハイの時はすぐやめたりね。何本も吸うか
ら、こんなに長くなったり、短くなったり。もう一つは、車の中が非常に汚
い。コーラとか、甘いジュースとかが好きなんだね。女性も一緒。化粧バック
やポーチの中に、生理用具からはじまって、ガムから、散らかすように入って
ます。
最近、沖縄の警察官から聞いた話です。
警察官が、やくざ者に番をかけました。私の教えに従って、絶対に手を入れ
たり、相手が逃げまわっても、ゆっくり、とにかく説得して、二時間ちかく職
務質問を行ったら大麻が出てきたと。それで、現行犯逮捕して、事件を検事さ
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んのところに持っていったら、もうダメ。こんな留め置き留置はだめですよと
いうことで、検事の方で、ぱーんとやられちゃったと。警察官が、かわいそう
だよね。すぐに強制手段に出ないで、一所懸命任意で、説得して、現行犯逮捕
したのに。私が思うには、やっぱり沖縄というところは、そんなにまだ、多く
の事件を手がけていないし、検事そのものも慣れていなかったんだろうね。
警察官の立場としては、そういうやつほど、留め置いて任意で一所懸命やっ
たわけです。任意じゃない方が早いんですよ。「お前ちょっと見せなさい」と
か言ってね。こんなことやったら大変なことなんだけれども。
もう一つ面白い話で、実はこの間、錦糸町で職務質問したんですよ。そうし
たら、やっぱりシャブ中みたい。もう、窓を開けたり開けなかったりね。それ
で、キセルみたいなのが置いてある。大麻か何かやってるのかなと思ったんだ
けれど。もうだめだと弁護士先生のところに電話してね。それで、先生が来る
んですが。
私は、一般の市民を味方につけることにしました。たまたま一般市民の方が
いたんですよ。私は、「警察官が、今職務質問をしてるんですけれど、皆さん
も見てていただけますか。今、弁護士先生が来るらしいんですけれど」って。
そうしたら、一般の人が、「お、こんな悪いやつは許せないから、絶対に車の
中、見た方がいいですよ」って。
そして、時間したら先生来ました。先生は、私たちに、「駄目だ。帰るぞ。
何時間やっているんだ。警察官はそんなことやっていいのか」と言うので、私
は、「いや、私はいいんですけれど、一般の人も見てますよ」って言ったんで
すよ。そうしたら、一般の人が「なんだ、弁護士、お前、そんなのダメだろ
う。いくら金もらってるんだ」と。とうとう最後には、先生が、「車見てもい
いよ」と言ったのです。で、見たらね、車から出てきました。大麻がね。ま
あ、現行犯逮捕しましたけれど。いずれにしてもそういうこともありました。
だからね、やっぱりね、常識であっても常識じゃないというのもあるんだか
ら、その辺は加味しながら考えていかないと。今、警察官だから、いいことを
職務質問の実際
171
言ってるのかと思うかも知れない。それでもいいんです。そう皆さんがとって
も構いません。ただ、やはり、皆さんは若いんだし、これから色々なことを加
味しながら、プラスマイナスだけじゃなくて、正当的なね。この時はこうだっ
たんだな。マスコミでこう言ってるけれど、どうなのかなとか。やはりそうい
うところを加味しながら、自分なりに考えた方がいいと思うよね。
それともう一つ、法というのは、自分たちで作ってやるくらいの気持ちでな
ければダメだと思う。私は若い人達にそう言っているんです。固定観念で警察
官職務執行法を形式的に遵守なんてことをやっていたらね、まさに犯罪が発生
して、今まさに行われようとしている。あるいは、今、これからやろうとして
いるやつ。あるいは第三者。それを見ている。その人達に、やっと声をかける
ことができるなんて、こんなの古いんじゃないのかなと、私は思っています。
それよりも、誰が見ても、社会的相当性でおかしいとおもったら、やるんで
すよ。ただ、それが横行しちゃうと、権力というのは、昔から、日本の国とい
うのはおかしいんだよね。どこかの戦争で、ぱーんとやっつけたみたいになっ
て、おかしくなっちゃうからね。あまり権力が強くなってもだめなんで、それ
はやはりちゃんと抑えながらやっていかないといけないと思います。
私もどちらかというと、マルクスだとかレーニンだとか、色々な本を読んで
きました。こんなところで、言われて、私が警視庁に行くと、「あいつ、なん
だ、マルクス・レーニン主義者だったのか」なんて言われてもいやだけれど、
私は学生時代、止めてくれるなおっかさんの時代ですから、東大闘争なんてや
ってました。私は、まだ高校生だったけれど、行ってね、聞いたりもしてまし
た。
だから、私は高校のときなんか、こういうところ、私ははっきり言って、北
朝鮮の学校へも行ってます。あの人たちと交流なんかも、いわゆる、民族教育
なんていうのもいいと思って、勉強してきてます。高校の時。私はある高校
で、夜間ですけれど、生徒会長なんかやってました。ああいう人たちとのつき
あいもやってました。ただ、今はやってませんよ。でもね、警察官になってか
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らは、最後まで警察官として、一所懸命がんばってきました。なぜかといった
ら、やはり社会正義の実現。どこの社会に行っても、人を助けることはできる
んですよ。
昨日も言ったんですけれど、ハイパーレスキューなんて言ってね、消防官
が、新潟地震の時に、今にも死にそうな。今、また余震がきて危ないところ
で、ハイパーレスキューが入っていって、子供を助けたよね。ああいう姿をみ
たら、ああ、本当に消防官になってもいいんじゃないか。何も弁護士さんにな
らなくても、検事さんにならなくても。ああいう仕事もいいのかな。ああい
う、まさに倒れるところに行って、助けるということはできないですよ。警察
官が、じゃああそこへ行けっていったら、行けないですよ。なかなか。
それで、私は、それじゃ警察官は誰のための仕事をしているのかと。治安維
持って何なのっていつも問いただしています。やはりね、痛みを知る、という
かな。犯罪と言う悪いことをしてしまった人達の痛みを知る。だから、例え
ば、簡単に言うとね、泥棒をやった人にも、一理あるんですよ。本当に金がな
くてやった人。今、本当に就職戦線が厳しくて、就職できなくて、日比谷公園
辺りでホームレスをしている人もいるわけですよ。そういう人たちが、仮に悪
いことをした。食うものがなくて、盗った場合にはね、もうちょっと優しくし
ようよ。
犬や猫だったら皆さん可哀想だと思うけれど、今、東京駅にどれだけの浮浪
者がいるか知ってますか。私ね、東京駅で鉄道警察隊にいたとき、去年まで、
あそこに寝ている子たちに、必ず100円ずつ、自分で与えて、必ず現金で与え
ておりました。初めて話します。何ができるか、ああいう人たちに。中には頭
のおかしい人達もいっぱいいるんですよ。
あともう一つ。そういう人たちの、生きてる間に、住所とか名前をちゃんと
聞いておけと、交番のおまわりさんによく言っておくんですよ。そういう人た
ちが野垂れ死にすることがよくあるんです。そうすると、全くわからないとい
うことがあるんです。住所も本籍も何も持ってない。日比谷公園の中を回った
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ら、そういう人達の住所と名前、本籍を聞いて、最後には無縁仏にならないよ
うにしてやれよと言うんだけれど、若い警察官は、なかなかそういうこともや
らないと思います。毎日毎日、汚い格好してくると、気持ち悪いな、というお
まわりさんもいるんだけれど、そういうのもちゃんとやりなさいよとは言って
ます。でもホームレスの人の中には何もしてもらいたくない人もいるのです。
だけど、もし、いたらね、よく、そういう弱い人達に、皆さん、今、学生で
もですよ。たまには自分の100円玉をちょんと与えるだけでもいいじゃないで
すか。
今日は覚せい剤とか泥棒の話だとかの話もしたけれど、非常に悲しい事件も
ありました。先ほど少し話しましたが、平成
年くらいかな。亀戸というとこ
ろで、高校生が殺されたんですよ。被害者は、コンビニで一所懸命バイトしな
がらやってたんだけれど、夜中に殺された。ただ、犯行現場に犯人のらしい印
鑑があった。それで、どうもそいつじゃないかということで、色々捜査してき
ました。そうしたらですね、やはり同じコンビニで働いていたある男、確か不
動産屋の息子でしたね。やっぱり金に苦慮したみたいで、そういう男がいて。
それで、捜査一課が入って、すぐに男の調べをやったのですが落ちませんでし
た。
だけど、色々調べていったら、コンビニの防犯テープを抜いていったやつが
いたんだね。あの当時は、こういう入れるテープだよね。今みたいに CDじゃ
ない奴ね。それを探せと言うことで、夢の島担当というのがあったんです。事
件のあった日から一週間くらい、亀戸地区で集めたゴミを、お前はやれって。
真夏ですよ。八月頃。いわゆる夢の島の担当なんですよ。それで、僕と五人く
らいで、カッターナイフでゴミを開けるんですけれど、夢の島って凄いところ
なんですよ。当時も分別っていわれてた頃なんだけれど、みんな分別してな
い。で、凄いなと思ったのは、お年寄りの方で、着物か何か捨てるのに、ちゃ
んと洗濯して捨てる人もいるのね。あとは、パーマ屋さんとか床屋さん。すご
いね、あの髪ね。ばっと切ると、髪がばっと出てきた。魚屋さん。はらわた。
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あんなのがでてくるんで。月ですよ。マスクして、その上に手ぬぐいまい
て、汗ダクダクかいて、痩せる思いで一週間やった。なかなか見つからなかっ
たんだけれど、そういうことをしました。その時にね、ある一課の偉い人が、
差し入れを持ってきてくれたんですよ。ジュースとおにぎり一個ずつ。六人
に。食えますか。そんなところで。こいつ、気の利かない上司だな、なんて思
いながらいたんだけれど、そんなことありましたよ。そんなところで差し入れ
なんか食えないよね。
思い出の事件はまだまだありますが、歌舞伎町交番の勤務当時のことをお話
いたします。
拳銃所持の現行犯逮捕の事件なんですけれど、これは松葉会の事件です。不
思議なことに、六人で「今日は拳銃でも捕まえようか」って言って、凄いのば
かりで歌舞伎町交番から街に出た。各警察官の分担だけは一応決めておきまし
た。誰が運転手に声をかけるとか。柔道四段の奴とか、剣道六段とか、極真空
手五段のやつとか。
そうしたら、歌舞伎町にコマ劇場というのがあるんですよ。そこに一台のワ
ゴン車が止まっていたんですよ。変にね。ちょっと斜めに。大体、まともな人
はまっすぐに止めるんだけれど。近寄っていって、運転手に番かけ、いわゆる
職務質問をしました。すると、運転手が警察官を呼んで、ずっと車から50メー
トルくらい先に行くんですよ。あ、これは何かあるなと思って、こっちはこっ
ちでワゴン車を見ていた。そうしたら、案の定、ワゴン車は黒フイルムで中が
見えなかったのですが、男が四人くらい出てきて、いきなり逃げたんですよ。
四方八方に。ところが一人だけ、間抜けな奴がいて、助手席から降りてきて逃
げようとしたんだけれど、そいつ、転んだんですよ。で、これでもし何もなか
ったら。でも、逃げているからね。任意とか強制とかじゃないよね。そうなる
と。
そうしたら、そいつの着衣から、ごろんと落ちたのが、拳銃。真正拳銃です
よ。まさに。アメリカの38口径が出た。それで、私はその瞬間に「触るな」
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と。それこそ、これはお前の手形がついているから、おまわりが置いた拳銃じ
ゃないかなんていわれるのが嫌だから、すぐ帽子をばっと置いてね、その後
で、正式に拳銃を鑑定すると、過去に弾を撃ったかを鑑定できるんですよ。
この男は、その後の身元確認で、北海道から殺人で指名手配になってるやつ
なんです。その他にシャブを20グラムとか50グラム持っていたんですよ。
さあ、考えて下さい。指名手配になっているから、刑の軽重から考えて、身
柄を北海道に持っていかなくてはいけない。でも、ここに、現場にシャブがあ
る。これで、現逮できるか、とかね。警察官はその場でとっさに、色々考えな
くてはいけない。でも、あと
人逃げてる。逃げてる奴、もしかしたら拳銃持
ってるんじゃないかとか。
捕まえた男が写真をいっぱい持ってたんですよ。なんの写真か。ヒットマン
だとばっかり思った。そうしたら、ちがうんですよ。その写真の人が、現実に
茨城で殺されてたんですよ。六年くらい前に、拳銃で殺されて、ダムにほっぽ
り投げられてた。その犯人なんですよ。逃げた連中が全員。それでね、捕まえ
た男は、その時、凄いよ。防弾チョッキ持ってたんですよ。うちらは何もつけ
てなかったんですよ。対人防備だけ。秋葉原でぶすっとやられたときのあれだ
け。要するに、拳銃なんて想定してなかったから。僕もその時は、拳銃なんて
想定してなかったから、本当に捕まえて、拳銃なんて、警察官、40年間やって
て一回くらいしかないですから。拳銃所持犯を現行犯逮捕するなんて言うの
は。大抵は、捜索令状でやくざ者の事務所とか入って、見つけるということは
あるけれども。
現場というのは大変で、一所懸命やってます。ただし、そういう中でも、さ
っき言ったような、信頼とか、社会正義の実現ということで、一所懸命警察官
もやっているということだけ、皆さんの頭の中に思い浮かべていただいてね。
ただ、一つ。若い警察官は、どうしても、問題がおきます。トラブルが発生
します。何かというと、言葉の綾ですよね。こんばんは、とか言って、すいま
せん、今、職務質問してますでもいいじゃない。きちっと言ってね。あるい
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は、嘘をつかなくて、ちゃんと、この辺で、今事件もないのに、殺人事件があ
って、なんてことを言ってやるような奴がいるんですよ。殺人までいかないけ
れど、ちょっとひったくりがありまして、なんて、ないのにね。それで、本署
に連絡されたら、ひったくりなんてないのに、あのおまわり、嘘ついた、なん
てね。だから、今防犯で回ってますとか、そういうことを言えばいいのに。
また、言葉が多い奴もいるんだ。こうやって「おまわりさん、おまえよ、若
いおまわりこの野郎」なんて言われるとね、「なんだよ、若くて何が悪いんだ
よ」なんてね。一言多くて、なったりするのもあるんですよ。そういうのを公
聴事案というんです。公聴事案というのは、大体同じ人がやるんです。言葉の
悪い人、生意気な人がやっている。しょっちゅう、署長に「お前、言葉気をつ
けろ」なんて言われると、仕事しなくなっちゃう。職務質問やれば、問題を起
こす。裁判にいかなくてはいけない。ちょっと話しかけるとおかしくなっちゃ
う。
一所懸命やる人ほど、苦労します。だけど私は言ってるんです。一所懸命や
って、裁判所にもいきなよ。少しは刑事訴訟法も覚えたか、なんて、少しは警
察官職務執行法、わかったか。やっぱり、なんでもそうだけれど、勉強するこ
とによって、裁判へ行くことによって、自分自身が勉強になるんだよね。だか
ら、一所懸命やった方がいいよというんですよね。
みなさんも、もしですよ。司法試験失敗したら。そんなことはないと思いま
すけれど、警察官になってくださいよ。弁護士さんと戦えるし、検事さんとも
戦えるし。検事さんには、はい、と言わなきゃいけない時もあるし。裁判官の
前で、頭を上げて、証人台に座らされて、後ろの傍聴席にはやくざ者。嫌です
よ。検事さんは大体味方してくれますけれどね。検事さんも起訴を維持しよう
と。だけど、弁護士さんにはいじめられる。もうショックでね、なんで俺、こ
こに来たのかなってね。宣誓までしてね。で、後ろの傍聴席には、やくざ者が
いっぱいいるんですよ。「おまわり、この野郎、ふざけんなよ、この野郎、変
なこと言ってるんじゃねえよ」50回も証人出廷行くと、しょっちゅうありまし
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た。帰るとき怖くてね。本当のことを言って。うちの六人衆、来てくれないか
なとか、思うときはいっぱいありましたよ。
でもね、これも仕事だなと。でも、面白いもので、そういう人たちにぶすっ
と刺されたこと、一度もなかったです。そう思いながら歩いていて、電車に乗
る時でも、かなり後ろを見たりね。こうやって乗ったりしたけれど。
やっちゃんの世界って、意外とすっきりしてるんですよ。本当は。今、薬な
んかやってるのはだめだけれど、やーさんの世界ってのは、結構しっかりして
るんですよ。「刑事さん、お世話になったね」とか、行ってくれるんですよ。
最後は。「あのとき、あんたに言われなかったら、助かりませんでしたよ」と。
でも、覚せい剤をやって、一回として、私のところにきて、有難うと言って
くれたことはなかったね。本当は、そういう薬をやった連中の中から、刑務所
辺りからでも、ありがとうと言われたら、本当は嬉しかったんだけれど、一回
もなかったね。
薬物の人たちというのは、本当に、色々な精神的な面でやる人が多いんです
よ。皆さんね、絶対にやらないようにね。薬物だけは、絶対にはまらないで下
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さい。
一所懸命勉強すると、いろんなことがあると思います。いろんなつらいこと
があると思います。そういう時に、薬にだけは走らないでくださいね。何やっ
てもいいですよ。たまには殴り合いがあってもいいじゃないですか。ただ、薬
だけはやめましょうね。
それで、さっきも言ったけれど、銀紙だとか、アルミホイルだとか、ストロ
ーなんかをもし、持ってる奴がいたら、必ず先生に教えてあげてください。早
くに更生させてやって下さい。
一度だけ、こういうことを言われたことがあるんです。裁判官にこういうこ
とを聞かれました。「高橋さんの社会正義ってなんですか」と。
私は、裁判官にこんなことを聞かれると思わなかった。「よろしいんですか」
としゃべったことあるんです。
職務質問が、上手く行けば、拳銃とか殺人犯をつかまえることもできるわけ
ですよ。そうすると、ただみたいなものでしょう。沢山の税金と刑事を動員し
て捜査するよりは、我々の世界から言わせれば、職務執行法というのは、非常
にいいことですよということを言いたいんですね。あるやくざ者に対する大麻
所持事件でした。職質したら大麻が出てきた事案で、その職質の適法性で証人
として私は何回も呼ばれたのです。
判決は10ヶ月だったのですが、それを年近くも公判で争っておりました。
弁護士さんを二人つけてね。本当は、自分が素直に認めておけば、早く判決が
貰えたのに。そういう事件があった。その時に、彼はずっと否認していて、弁
護士さんも社会正義って、同じことを言ったんですよ。それで、裁判官から、
「高橋さんの社会正義って何か」と聞かれたので、私は、「この何回も何回も
同じことをやってる人間を、起訴して有罪にしてもらうことです。そうすれ
ば、家族も喜ぶでしょう。私がもし、彼の兄貴だったら、親だったら、私はそ
うしてもらいたいと思います。私は、彼を絶対に有罪にしてもらうのが私の社
会正義の実現です」と。
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弁護士さんの悪口もちょっと言ったんですよ。「弁護士さんは、この人を無
罪にさせようと思っているんですか、私は、それは社会正義の実現じゃないと
思います。この人を無罪というか、出してしまったら、またこの人はやります
よ」と。
そうしたら、「もうやめなさい」と。弁護士さんにいわれちゃって。私しゃ
べりすぎるからね。弁護士さんの立場もなくなっちゃうから、やめろって言わ
れて。そういうこともありました。
第 伸びる警察官とは？
それでは、時間がきましたので、何か質問がございましたらお受けします。
問：高橋さんから見て、部下の中でどういう警察官が将来伸びますか？
答：警察官でも、若いときから、早く職務質問を覚えようとか、そういう果敢
に挑戦してくる人ですね。とにかく、そういう前向きな人は、実際には最
後まで職務質問は、やらなくていいんだよね。偉くなっちゃうからね。そ
ういう先輩を身近で見習いながら、例えば、後輩の警察官は、高卒なんで
すがそれが歌舞伎町にいる間にですね、色々なホステスさんとかと話をし
ちゃって、フィリピン語を覚えて、大使館に行ったり、戻ってきて、今警
察庁におります。
果敢に何かに挑戦する人たち。なんでもやってみようと思う人達。やは
り、そういう人たちが伸びていますね。
最後に、ご紹介しますけれど、『歌舞伎町交番』とか、講談社から本が
出ています。あるいは、『歌舞伎町と死闘した男』とかね。そういう本に
私も出ています。私、宮城県出身ですので、伊達正義という名前で。その
『歌舞伎町と死闘した男』の後書に「今、警察といえば、不祥事事件ばか
り起こしている中で、本当の警察官としての侍もいた」と。ああ、うれし
いなと思ってね、私、高橋和義じゃなくて、伊達正義で出ていましたけれ
ど、ああ、俺のこと書いてるんじゃないかなと思いながら、自己満足して
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ますけれどね。というわけで、このくらいで終わらせて頂きます。（大き
な拍手！）
第 まとめにかえて
コメント
刑事訴訟法の著名判例に登場するのは、事案では覚せい剤、警察官側の行為
としては、職務質問が圧倒的です。
その前線で取組み、豊富な体験を蓄積された高橋氏のお話は、法律を理解す
る前提としての「現実」（リアリティ）に満ちていました。講演録を一読して
みて、「何が深まったか」と考えることが大切だと思います。
講師の体験から離れ、捜査の違法を問題とされる事案があります。それらの
背景には「正義感」、「情熱」があります。お話の中からこれらの事案に共通す
る「熱意」をまずは感得しました。弁護の立場から捜査を批判して共感を得る
ためには、厚みのある論理が必要です。
そのための貴重な体験となりました。高橋さんに感謝したいと存じます。
（梓澤和幸）
コメント
高橋さん、お疲れ様でした。私の注文が多く、泊日でしたが、この間、
本刑事訴訟法総合の授業だけでなく、私が担当する学部の「刑事訴訟法」、「演
習Ⅱ」、「公務員の仕事」、更には法科大学院の「刑事政策」の各講義で多くの
学生らに警察官の職務等を熱く語っていただきました。本当は、学部生らの受
講感想文も掲載したいところです。
今回、私は高橋さんとは初対面でしたが、かって私が東京高検の検事時代の
覚せい剤の所持否認事件を担当した際、私が高橋さんの部下であった警察官と
ともに犯行現場を歩き回ったと知って、お互いに「現場主義」ということで親
近感が湧いたようです。というわけで、秋には、再度、御呼びする方向で、ご
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本人と交渉中です。高橋さんは、最後まで現場から離れず、その傍ら全国各地
の警察学校や警察大学で、職務質問の講義を行っておりました。そんな貴重な
経歴の持ち主である高橋さんから、生きた職質のお話を聞いて、「現場の大切
さ」を学ぶことが出来たのは、全国に数ある法科大学院、さらには大学の中で
も、この山梨学院だけだと思います。その意味からも、高橋さんには心から感
謝いたします。 （大八木治夫）
第 受講生感想文
本講義は梓澤和幸教授と大八木治夫教授の協同授業、「刑事訴訟法総合」の
授業の一環として企画しました。以下、「刑訴法総合」の受講者の感想文です。
＊高橋先生のお話は、パワフルでかつリアリティーに溢れたお話でしたので、
具体的なイメージを持ちながら聴講することができました。刑訴法の答案作
成に際し、あてはめや、その前提となる評価に使えそうなお話を得ることが
でき本当に参考になりました。
是非、またいらして頂きたくお願いいたします。
＊警察官のあるべき姿というものを示していただいたように感じた。今後、警
察官の職務の正当性を判断する際には、今回お話にあったような現場の必要
性、あるいは裁判時の状況等を想像しながら思考したいと感じた。
＊判例100選などでは、簡潔にしか示されていない事案の裏まで把握すること
が重要だと感じた。大変熱意に溢れたお話で、貴重な体験だった。現場の捜
査のイメージの重要性を改めて感じることが出来た。このような機会を是非
また設けていただきたい。
＊職務質問のプロの方のお話を聞き、実務の現場を多少なりとも具体的にイメ
ージできたと思う。100選の事案概要を見るだけでは、やはりイメージが掴
めず、抽象的にしか捉えられなかったが、職務質問については、これからは
リアルに事案を確認できそうである。
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＊非常に面白かった。普段は、弁護士側の現実しか考えていなかったので、今
回は、警察官の本音と苦労が少しは理解でき、本や判例を読む上で非常にた
めになったと感じた。
＊実際に、警察官がどのような気持ちで仕事をされているのかがよく分かりま
した。
教科書や判例に出てくる警察官が、なぜこんなことをしたんだろうと思う
ことがよくあります。おそらく、彼らも熱意を持って取り組んだ結果だろう
と思った。高橋さんの説得力や気遣いなどの人柄も素晴らしいと思う。こう
いう熱意ある仕事人になりたい。
＊現場で長年仕事をしてこられた高橋さんの迫力ある講義は大変新鮮なもので
した。
日頃、職務質問や所持品検査の適法性の要件など抽象的に考え勝ちです
が、常にリアリティーを持って、かつ想像力を働かせて考えていかなければ
ならないと痛感しました。
また、警察官の立場として、社会正義に対する考え方も大変参考になり、
今後に生かして行くことが出来たと思った。
＊基本書等で勉強している内容がよりイメージしやすくなったと思う。任意か
強制か、職務質問する際に、警察官が苦労していることが分かった。薬物使
用者の特徴が面白かった。
＊最初にお話しのあった、現場を知ることが大事なのだと思った。これからの
刑訴法の勉強、特に事実の勉強に生かしたい。
＊これまでは、違法捜査から人権を守るという視点から勉強してきたためか、
実際に警察官がどのような気持ちで職務質問をしているのかという視点が欠
けていたことに気付かされました。これから、判例等を勉強していく中で、
警察官、被疑者の心理というものを考えながら事実関係を見られるようにな
れたらと思います。
＊私は、以前歌舞伎町で、通行人に職務質問をしている警察官を何度も目撃し
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た。こうしたことを日常的にすることで、犯罪が予防されるのだと思ってい
たが、現場の方の声が聞けて大変さがよく分かった。
＊現場で活躍された警察官のお話はリアリティーのある刺激に満ちたものでと
ても有意義でした。我々学生は、判例の判断基準を学習し、机上で想像する
しかないのですが、実際に職務質問をするときの状況、警察官の思いを聞く
ことで、重層的に捉えることが出来たように思える。今後も、このような機
会を設けて欲しい。警察官個人の人柄も熱く、迫力ある方だった。どんな仕
事も、このくらい熱い気持ちで取り組むべきと感じた。
＊臨場感溢れる現場の話に引き込まれました。テレビ等では見たり聞いたりし
たのですが、現場の人のお話を聞くのは今回が初めてでした。高橋さんのお
話の中で、一番印象に残ったのは「社会正義」という言葉です。高橋さんの
社会正義は、正に現場から聞こえる「生の社会正義」です。社会の中で、
様々な問題にぶち当たり、苦労して、あの言葉になったのだと思いました。
私も苦労して、私の「社会正義」という言葉を使えるようになりたいと思い
ました。
＊おおきな声。正確には引き込まれるような迫力。声、話し方、それ自体が法
曹にはとても重要な資質だと気付かされた。
＊職務質問をされたことがないので、現場のお話を聞くことができ、とても貴
重な体験でした。
警察官の武器は「信頼」とおっしゃっていたのが、とても印象に残りまし
た。刑事訴訟法の勉強をしていると、すぐに頭が「この捜査はやりすぎだろ
う」という風になってしまうのですが、両当事者のことを考えるのは民事事
件だけではないと改めて思いました。
また、お話を聞ける機会があれば、是非参加したいです。
＊実際の職務質問がどういう形で行われているかを具体的に教えていただい
た。臨場感あり、ユーモアがあり飽きることがなかった。自分が、職務質問
される側だったら、できればされたくないなと感じた。機会があれば、また
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お話を伺いたい。
＊特に、現場の警察官の立場から見た裁判官や弁護士、検事がどういうものか
が良く分かった。明るく話されていたが、悔しい思いもなさったと思う。法
に負けないという言葉とともに、将来法曹を目指すにあたって心に留めてお
きたいと感じた。
＊現場を見るということは本当に大切だと実務の先生方からよく聞きます。警
察官の立場から聞けたのは貴重な機会でした。印象に残ったのは、職務質問
の際に拘束時間の話です。判例を読んでいると、余り長く留めておくと任意
とは言えず、違法であるという発想となっていました。しかし、長時間留め
ておいたのは、強制手段に出ないよう説得するためでもあるということに気
付きました。これから事実を読むときは、このような状況も頭に入れながら
研究をしようと思いました。
＊普段、警察官の方とお話をする機会があまりないので、とても良い経験でし
た。
現場で、警察官がどんな判断をするのか、その一端を見ることが出来まし
た。現場では、様々な判断を一瞬に行うことが要求され、かつ命の危険まで
ある大変なお仕事だと思いました。
＊初めは警察官だということで、警察官を擁護する話をしていたが、そうでは
なく自分の中に正義があって、それを熱く訴えていた。生の話を聞いたこと
により、本の中の職務質問事例についても、警察官と被疑者との難しいやり
とりがあったことを認識した。
＊お話の中で、見習うべき姿勢を発見できたと思う。印象に残っているのは
「痛みを知る人」という言葉と、「伸びる人は果敢に挑戦する」と言う言葉
でした。勉強をしていく上で、この点を心に留めておこうと感じた。
＊これまで、基本書や判例でのみ職務質問を見てきました。なかなか現実味が
無く実際はどうなのかと疑問に思い続けていました。しかし、今日のお話
で、解消された点が多かったです。今までは、職務質問が生の人間が相対す
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るというイメージが乏しかったと痛感しています。最高裁の岡部判事のよう
に現実に目を向けるべきと思いました。現場をイメージすることが少し出来
るようになったと思います。
＊この間、オウムの映画「Ａ」の警察官の職務質問シーンをを見たときは、警
察官を信用できなくなったのですが、今日の高橋さんのお話を聞き、警察も
正義を信じて行動していることが分かりました。凄く心に響きました。私も
真実の正義のために活動したい。
＊私の一番の関心は、警察官の法に対する認識であった。というのも、私は何
度も職務質問を受けているが、警察官一人一人で態様が違うからです。今
回、警察官が萎縮してしまうことで、犯罪を見逃してしまうケースがあると
知って、法のみならず現場の厳しさを知ることが、より説得力のある法律家
になる上で必要だと感じた。
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